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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第51期

第１四半期
連結累計期間

第52期
第１四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 108,014 100,770 447,819

経常利益 (百万円) 6,588 5,384 28,781

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,898 3,311 15,754

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,898 3,321 15,758

純資産額 (百万円) 103,034 114,692 113,205

総資産額 (百万円) 167,250 180,310 192,167

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 61.85 52.54 249.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 61.85 52.54 249.97

自己資本比率 (％) 61.6 63.6 58.9
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策等への期待を背景に全般的な景況感は緩やか

に改善しつつあるものの、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動に加え、輸入原材料やエネルギー価格の高

騰など景気の下振れ懸念も含んでおり、依然として不透明な状況で推移しております。

ドラッグストア業界におきましては、同業他社による積極的な出店や価格競争に加え、他業種からの参入も増加

しつつあり、更に厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、引き続き、「安心・信頼・便利の提供」をキーワードに、お客様の

ニーズに応える質の高い出店やサービスレベルの向上、プライベートブランド商品の開発、新業態の開発や積極的

な店舗改装などに取り組み、活性化を図ってまいりました。　

当第１四半期連結累計期間の当社グループ全体の出店などの状況は、12店舗を新規出店し、10店舗で改装を行

い、４店舗を閉店し活性化を図りました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の当社グループ全体の店舗数は、ドラッグストア事業754店舗（直営店

574店舗、㈱星光堂薬局57店舗、㈱サンドラッグファーマシーズ18店舗、フランチャイズ店105店舗）、ディスカウ

ントストア事業191店舗（ダイレックス㈱191店舗）の合計945店舗となりました。

当第１四半期連結累計期間の業績は、連結売上高1,007億70百万円（前年同期比6.7％減）、連結営業利益52億87

百万円（同17.7％減）、連結経常利益53億84百万円（同18.3％減）、連結四半期純利益33億11百万円（同15.1％

減）となり、減収・減益となりました。

セグメント業績等の概要は次のとおりであります。

＜ドラッグストア事業＞

ドラッグストア事業は、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動、天候不順による季節商材の不調などの影響

により、既存店売上高は前年同期を下回りました。また、マーチャンダイジングの改善等により粗利益の改善を図

るとともに、経費面においては、光熱費用などの増加はあったものの、人時生産性向上や効率的販促への見直しな

どを行い、引き続き経費の削減に努めました。

なお、ドラッグストア事業の出店などの状況は、８店舗を新規出店し、４店舗を改装し３店舗を閉店し活性化を

図りました。

以上の結果、ドラッグストア事業の売上高は745億21百万円（前年同期比9.8％減）、営業利益は40億71百万円

（同23.7％減）となり、減収・減益となりました。

＜ディスカウントストア事業＞

ディスカウントストア事業は、ドラッグストア事業同様に消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動により既存

店売上高は前年同期を下回りました。また、積極的に導入した医薬品等の売上拡大により粗利益の改善を図るとと

もに、経費面においては、光熱費用などの増加はあったものの、人時生産性の向上を図るなど引き続き経費の削減

に努めました。

なお、ディスカウントストア事業の出店などの状況は、４店舗を新規出店し、６店舗の改装と１店舗（建替えに

よる）の閉店を実施し活性化を図りました。

以上の結果、ディスカウントストア事業の売上高は325億53百万円（前年同期比3.2％増）、営業利益は12億17百

万円（同12.4％増）となり、増収・増益となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ118億57百万円減少し、1,803億10百

万円となりました。主な要因は、現金及び預金が減少したこと及び売掛金の減少等によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ133億45百万円減少し、656億17百万円となりました。主な要因は、買掛金

の減少等によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ14億87百万円増加し、1,146億92百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ4.7ポイント増加し、63.6％となりました。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結累計期間において、変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 268,000,000

計 268,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,165,592 67,165,592
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 67,165,592 67,165,592 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年４月１日～　
平成26年６月30日　

－ 67,165,592 － 3,931 － 7,409
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成26年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　4,142,300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 63,017,200 630,172 ―

単元未満株式 普通株式     6,092 ― ―

発行済株式総数 67,165,592 ― ―

総株主の議決権 ― 630,172 ―
 

(注) 「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

 

② 【自己株式等】

  平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社サンドラッグ
東京都府中市若松町一丁目
38番地の１

4,142,300 ― 4,142,300 6.17

計 ― 4,142,300 ― 4,142,300 6.17
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第１四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 47,423 36,051

  売掛金 9,483 6,874

  商品 49,507 51,551

  原材料及び貯蔵品 68 69

  その他 15,525 13,385

  貸倒引当金 △13 △9

  流動資産合計 121,995 107,923

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 25,395 25,664

   その他（純額） 14,221 16,333

   有形固定資産合計 39,616 41,998

  無形固定資産   

   のれん 350 253

   その他 4,209 4,188

   無形固定資産合計 4,560 4,441

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 15,356 15,514

   その他 10,643 10,512

   貸倒引当金 △4 △80

   投資その他の資産合計 25,995 25,946

  固定資産合計 70,172 72,386

 資産合計 192,167 180,310
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 52,518 44,383

  短期借入金 630 451

  未払法人税等 6,807 2,108

  役員賞与引当金 － 24

  ポイント引当金 2,337 2,275

  課徴金引当金 1,274 1,274

  その他 10,374 9,538

  流動負債合計 73,942 60,055

 固定負債   

  退職給付に係る負債 878 829

  資産除去債務 2,214 2,227

  その他 1,926 2,505

  固定負債合計 5,019 5,562

 負債合計 78,962 65,617

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,931 3,931

  資本剰余金 7,409 7,409

  利益剰余金 108,719 110,193

  自己株式 △3,602 △3,602

  株主資本合計 116,456 117,931

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 49 55

  土地再評価差額金 △3,263 △3,263

  退職給付に係る調整累計額 △59 △56

  その他の包括利益累計額合計 △3,274 △3,264

 新株予約権 22 25

 純資産合計 113,205 114,692

負債純資産合計 192,167 180,310
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 108,014 100,770

売上原価 82,766 76,378

売上総利益 25,247 24,392

販売費及び一般管理費 18,824 19,105

営業利益 6,422 5,287

営業外収益   

 受取利息 29 30

 受取配当金 3 3

 固定資産受贈益 102 37

 その他 35 27

 営業外収益合計 170 99

営業外費用   

 支払利息 2 1

 その他 0 0

 営業外費用合計 3 1

経常利益 6,588 5,384

特別利益   

 受取補償金 1 -

 特別利益合計 1 -

特別損失   

 固定資産除却損 83 32

 賃貸借契約解約損 25 16

 その他 2 0

 特別損失合計 110 48

税金等調整前四半期純利益 6,480 5,335

法人税等 2,581 2,024

少数株主損益調整前四半期純利益 3,898 3,311

四半期純利益 3,898 3,311
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 【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,898 3,311

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 0 6

 退職給付に係る調整額 - 3

 その他の包括利益合計 0 9

四半期包括利益 3,898 3,321

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,898 3,321

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

 

(会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法についても、割引率の基礎とな

る債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及

び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が83百万円減少し、利益剰余金が53百万円増

加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

税金費用の計算 　当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 1,209百万円 1,285百万円

のれんの償却額 101百万円 96百万円
 

 
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月22日
定時株主総会

普通株式 1,638 26 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金
 

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月21日
定時株主総会

普通株式 1,890 30 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額
（注）２

ドラッグストア
事業

ディスカウント
ストア事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 76,467 31,546 108,014 ― 108,014

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6,183 12 6,196 △6,196 ―

計 82,651 31,558 114,210 △6,196 108,014

セグメント利益 5,334 1,082 6,417 4 6,422
 

（注）１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額
（注）２

ドラッグストア
事業

ディスカウント
ストア事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 68,226 32,544 100,770 ― 100,770

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6,295 9 6,304 △6,304 ―

計 74,521 32,553 107,075 △6,304 100,770

セグメント利益 4,071 1,217 5,288 △1 5,287
 

（注）１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更

したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更による影響は軽微であります。

 

EDINET提出書類

株式会社サンドラッグ(E03226)

四半期報告書

13/18



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
 前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 61円85銭 52円54銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(百万円) 3,898 3,311

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3,898 3,311

普通株式の期中平均株式数(株) 63,023,276 63,023,240

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 61円85銭 52円54銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(株) 4,999 3,199

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―
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(重要な後発事象)

(株式取得による会社等の買収)

当社は、平成26年７月25日開催の取締役会において、当社のエリアフランチャイジーとして北海道にてドラッグ

ストアを展開中の株式会社サンドラッグプラスの全株式を取得し、完全子会社とすることを決議いたしました。

　

１．株式取得の理由

ドラッグストア業界におきましては、同業他社の積極的な出店に加え、他業種からの参入や価格競争など、経

営を取り巻く環境は一段と厳しさを増しております。

このような状況のもと、当社グループは、事業規模拡大及び企業価値増大に向けて、直営店による新規出店に

加え、フランチャイズ店及びＭ＆Ａによる全国展開を推進いたしております。

今般、当社は、更なるグループ競争力強化のため、当社の北海道でのエリアフランチャイジーとしてドラッグ

ストアを展開している株式会社サンドラッグプラス及び同社株主との間で、同社の全株式を取得し完全子会社と

することに合意いたしました。

今後、同社の更なる飛躍に向け、出店をはじめ効率化などの各種施策に積極的に取り組み、当社グループの拡

大・強化を図ってまいります。
　

２．株式取得の相手先

吉成　光央、寺井　義博、荒井　愼一
　

３．会社の名称、事業内容及び規模

（1）名称 株式会社サンドラッグプラス

（2）所在地 北海道札幌市東区北41条東９丁目３番１号

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役社長　寺井　義博

（4）事業内容 ドラッグストアの経営

（5）資本金 10百万円

（6）設立年月日 平成11年７月８日
 

　
４．株式取得の時期

平成26年９月１日

 
５．取得する株式の数、取得価額及び取得後持分比率

（1）取得株式数 200株

（2）取得価額 未定

（3）取得後の持分比率 100％
 

　
６．取得資金の調達方法

自己資金
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（特定株主からの自己株式取得）

当社は、平成26年６月21日開催の当社51期定時株主総会において決議された「特定株主からの自己株式取得」に

つき、会社法第157条第１項及び同第２項の規定に基づき、自己株式取得株数及び日程等を取締役会において決議

し、下記のとおり特定の株主からの自己株式を取得いたしました。
 

１．平成26年６月21日開催の当社第51期定時株主総会における特別決議の内容

（1）取得対象株式の種類 当社普通株式

（2）取得する株式の総数
260万株（上限）
（発行済株式総数に対する割合3.87％）

（3）株式の取得価額の総額 100億円（上限）

（4）株式１株を取得するのと
引き換えに交付する金額
の算定方法

平成26年３月１日から平成26年５月31日の３ヶ月間の東京証券取
引所市場における当社株式の終値の平均価格に0.90を乗じた額
と、第51期定時株主総会開催日前日である平成26年６月20日の東
京証券取引所市場における当社株式の最終価格（但し、同日に取
引がない場合は、その後最初になされた売買取引の成立価格）を
比較し、低い方の金額とする。

（5）取得期間 平成26年７月１日～平成26年９月30日

（6）取得先 株式会社イリュウ商事
 

 

２．自己株式の取得の内容

（1）取得日 平成26年７月30日

（2）取得する株式の総数 2,580,868株

（3）取得対象株式の種類 当社普通株式

（4）取得価額の総額 99億98百万円

（5）取得方法 市場外による相対取引
 

 
 

２ 【その他】

子会社に対する公正取引委員会からの排除措置命令及び課徴金納付命令について

当社子会社のダイレックス株式会社は、公正取引委員会より平成26年６月５日付で、独占禁止法第２条第９項

第５号（優越的地位の濫用）に該当し、同法第19条の規定に違反する行為を行っていたとして、排除措置命令及

び課徴金納付命令（納付すべき課徴金の額12億74百万円）を受けました。

両命令の内容を慎重かつ詳細に検討いたしました結果、認識・見解の相違があることから、両命令について、

独占禁止法第49条第６項及び同法第50条第４項の規定に基づき、平成26年６月５日付で、公正取引委員会に対し

審判請求を行い、現在、審判継続中であります。

なお、課徴金の業績への影響につきましては、すでに12億74百万円を平成26年3月期に特別損失として計上ずみ

であります。

EDINET提出書類

株式会社サンドラッグ(E03226)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月13日

株式会社サンドラッグ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   海   野   隆   善   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　種　　村　　　　隆　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンド

ラッグの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンドラッグ及び連結子会社の平成26年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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